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各  位 

 

 

平成 24～26 年度中期経営計画の策定について 

 

 

本日開催の取締役会において、平成 24 年～26 年度における経営目標、数値目標等を盛り込ん

だ中期経営計画について決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

○ 平成24～26年度中期経営計画の概要…別紙 

以  上 
 

 

会 社 名 大証金（大阪証券金融株式会社）

代 表 者 名 取 締 役 社 長  堀 田  隆 夫

（コード番号 8512 大証・東証 第一部）

問 合 せ 先 取締役企画総務部長   小 田  康 史

（TEL.06-6233-4510）



別 紙 

 

平成 24～26 年度中期経営計画の概要 

 

【経営方針】 

貸借取引業務の担い手として、証券市場振興に注力するとともに、経営環境の変化に弾力的に対応しつ

つ、顧客基盤の拡充その他の経営基盤強化策を着実に推進し、企業価値の向上に邁進する。 

１ 
貸借取引業務を核として創業時以来の社会的使命である「証券のための金融、証券による金融」

を着実に実践し、証券市場の発展に貢献する。 

２ お客様のニーズを的確に反映したサービスを提供し、顧客基盤の拡充強化を図る。 

３ 営業基盤の強化、合理化の徹底により、収益力の強化、自己資本の充実に努める。 

４ リスク管理およびコンプライアンス体制の徹底を図る。 

 

【経営目標】 

１ 安定的な収益基盤の拡充により、持続的な業績向上を図る。 

２ 普通株について早期に 1 株当たり年 6 円配当に復配し、安定配当の実施に努める。 

３ 財務内容の健全性の維持、向上に努め、安定的な企業経営に必要な水準を確保する。 

 

【数値目標】                   

 平成 23 年度  平成 24 年度 平成 26 年度 

経 常 利 益 ２．６億円 ４．５億円 ７億円 

（注）１．平成 23 年度(実績)および平成 24 年度(見通し)は、４月 26 日発表値。平成 26 年度は計画値(目標値)。 

２．数値目標の主な前提 

・ 資金運用残高は、平成 24 年度から平成 26 年度にかけて約 20％増加する。 

・ 短期金利は、平成 26 年度に 0.40％上昇する。 

 
【平成 24 年度経営計画】 

○ 経営目標 

１ 貸借取引業務の担い手として、貸借銘柄の拡大、借株先の拡充を図る。 

２ 提携証券会社等と緊密に連携しつつ、顧客基盤の裾野を拡大し、収益力の強化を図る。 

３ 利益目標として、経常利益４．５億円を達成する。 

○ 重点戦略 

１ ＪＡＳＤＡＱ上場銘柄を中心とした、貸借銘柄の拡大 

２ 商品性の向上、お客様のニーズへの迅速な対応による証券担保ローンの伸長 

３ 業務合理化等を通じたさらなるコスト削減 

４ リスク管理・コンプライアンスの徹底 
 

 

本資料には、当社の業績に関する将来の予想、見通し等の記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績

の実現を保証するものではなく、不確実性やリスク要因が含まれているため、実際の結果と大きく乖離する可能

性があります。 
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